
政
令
第
三
百
十
五
号

不
動
産
登
記
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
二
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
不
動
産
登
記
法

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
六
条
（
同
法
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
建
設

機
械
抵
当
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
九
条
、
船
舶
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
三
十
四
条
第

一
項
及
び
農
業
動
産
信
用
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
不
動
産
登
記
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

不
動
産
登
記
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
三
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
と
し
て
次
の
一

号
を
加
え
る
。

一

法
第
六
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
買
戻
し
の
特
約
に
関
す
る
登
記
の
抹
消
を
申
請
す
る
場
合

別
表
の
二
十
六
の
項
添
付
情
報
欄
ロ
中
「
第
七
十
条
第
二
項
」
を
「
第
七
十
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
ハ
中
「
第
七
十

条
第
三
項
前
段
」
を
「
第
七
十
条
第
四
項
前
段
」
に
、
「
登
記
義
務
者
」
を
「
共
同
し
て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き



者
」
に
改
め
、
同
欄
ニ
中
「
第
七
十
条
第
三
項
後
段
」
を
「
第
七
十
条
第
四
項
後
段
」
に
、
「
登
記
義
務
者
」
を
「
共
同
し

て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
者
」
に
改
め
、
同
欄
中
リ
を
ヌ
と
し
、
チ
を
リ
と
し
、
同
欄
ト
中
「
ヘ
」
を
「
ト
」
に
改

め
、
同
欄
ト
を
同
欄
チ
と
し
、
同
欄
ヘ
を
同
欄
ト
と
し
、
同
欄
ホ
中
「
ニ
」
を
「
ホ
」
に
改
め
、
同
欄
ホ
を
同
欄
ヘ
と
し
、

同
欄
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

法
第
七
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
登
記
権
利
者
が
単
独
で
先
取
特
権
、
質
権
又
は
抵
当
権
に
関
す
る
登
記
の
抹
消
を
申

請
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
情
報

被
担
保
債
権
の
弁
済
期
を
証
す
る
情
報

(1)

共
同
し
て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
法
人
の
解
散
の
日
を
証
す
る
情
報

(2)

法
第
七
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
調
査
を
行
っ
て
も
な
お

の
法
人
の
清
算
人
の
所
在
が
判
明
し
な
い

(3)

(2)

こ
と
を
証
す
る
情
報

別
表
の
三
十
の
項
添
付
情
報
欄
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

法
第
六
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
登
記
権
利
者
が
単
独
で
申
請
す
る
と
き
は
、
相
続
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
市

町
村
長
そ
の
他
の
公
務
員
が
職
務
上
作
成
し
た
情
報
（
公
務
員
が
職
務
上
作
成
し
た
情
報
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ



れ
に
代
わ
る
べ
き
情
報
）
及
び
遺
贈
（
相
続
人
に
対
す
る
遺
贈
に
限
る
。
）
に
よ
っ
て
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を
証
す

る
情
報

（
建
設
機
械
登
記
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

建
設
機
械
登
記
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
三
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
何
人
も
」
の
下
に
「
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
」
を
、
「
対
し
」
の
下
に
「
、
法
務
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
加
え
、
「
、
利
害
関
係
が
あ
る
部
分
に
限
り
」
を
削
り
、
「
も
の
」
の
下
に
「
。
次
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
全
部
又
は
一
部
（
そ
の
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
部
分
に
限
る
。
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
登
記
を
申
請
し
た
者
は
、
登
記
官
に
対
し
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
手

数
料
を
納
付
し
て
、
自
己
を
申
請
人
と
す
る
登
記
記
録
に
係
る
登
記
簿
の
附
属
書
類
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
又
は
裏
書
人
」
を
「
及
び
裏
書
人
」
に
、
「
第
二
項
及
び
第
三
項
（
先
取
特
権
又
は
質
権
」
を

「
第
三
項
及
び
第
四
項
（
先
取
特
権
及
び
質
権
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
七
十
条
の
二
（
先
取
特
権
又
は
質
権
に
関
す



る
登
記
」
に
、
「
第
百
五
十
一
条
か
ら
」
を
「
第
百
五
十
二
条
か
ら
」
に
、
「
第
三
項
（
第
四
号
を
除
く
。
）
」
を
「
第
三

項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
、
「
第
百
五
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
百
五
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

別
表
の
五
の
項
添
付
情
報
欄
ロ
中
「
第
七
十
条
第
二
項
」
を
「
第
七
十
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
ハ
中
「
第
七
十
条
第

三
項
前
段
」
を
「
第
七
十
条
第
四
項
前
段
」
に
、
「
登
記
義
務
者
」
を
「
共
同
し
て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
者
」
に

改
め
、
同
欄
ニ
中
「
第
七
十
条
第
三
項
後
段
」
を
「
第
七
十
条
第
四
項
後
段
」
に
、
「
登
記
義
務
者
」
を
「
共
同
し
て
登
記

の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
者
」
に
改
め
、
同
欄
ヘ
を
同
欄
ト
と
し
、
同
欄
ホ
中
「
ニ
」
を
「
ホ
」
に
改
め
、
同
欄
ホ
を
同
欄

ヘ
と
し
、
同
欄
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

第
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
不
動
産
登
記
法
第
七
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
登
記
権
利
者
が
単
独
で
抵
当
権

に
関
す
る
登
記
の
抹
消
を
申
請
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
情
報

被
担
保
債
権
の
弁
済
期
を
証
す
る
情
報

(1)

共
同
し
て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
法
人
の
解
散
の
日
を
証
す
る
情
報

(2)

不
動
産
登
記
法
第
七
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
調
査
を
行
つ
て
も
な
お

の
法
人
の
清
算
人
の
所
在
が

(3)

(2)

判
明
し
な
い
こ
と
を
証
す
る
情
報



別
表
の
八
の
項
添
付
情
報
欄
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
不
動
産
登
記
法
第
六
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
登
記
権
利
者
が
単
独
で
申

請
す
る
と
き
は
、
相
続
が
あ
つ
た
こ
と
を
証
す
る
市
町
村
長
そ
の
他
の
公
務
員
が
職
務
上
作
成
し
た
情
報
（
公
務
員
が
職

務
上
作
成
し
た
情
報
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
情
報
）
及
び
遺
贈
（
相
続
人
に
対
す
る
遺
贈
に
限

る
。
）
に
よ
つ
て
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を
証
す
る
情
報

（
企
業
担
保
登
記
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

企
業
担
保
登
記
登
録
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
百
八
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
中
「
第
百
五
十
一
条
か
ら
」
を
「
第
百
五
十
二
条
か
ら
」
に
、
「
第
百
五
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
百
五
十
二

条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
抵
当
証
券
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

抵
当
証
券
法
施
行
令
（
平
成
三
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
第
百
二
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
百
二
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（
船
舶
登
記
令
の
一
部
改
正
）



第
五
条

船
舶
登
記
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
何
人
も
」
の
下
に
「
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
」
を
、
「
対
し
」
の
下
に
「
、
法
務
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
加
え
、
「
、
利
害
関
係
が
あ
る
部
分
に
限
り
」
を
削
り
、
「
も
の
」
の
下
に
「
。
次
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
全
部
又
は
一
部
（
そ
の
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
部
分
に
限
る
。
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
登
記
を
申
請
し
た
者
は
、
登
記
官
に
対
し
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
手

数
料
を
納
付
し
て
、
自
己
を
申
請
人
と
す
る
登
記
記
録
に
係
る
登
記
簿
の
附
属
書
類
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
又
は
裏
書
人
」
を
「
及
び
裏
書
人
」
に
、
「
及
び
第
三
項
（
先
取
特
権
又
は
質
権
」
を
「
（
地

上
権
、
永
小
作
権
、
質
権
又
は
採
石
権
に
関
す
る
登
記
及
び
買
戻
し
の
特
約
に
関
す
る
登
記
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第

三
項
及
び
第
四
項
（
先
取
特
権
及
び
質
権
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
七
十
条
の
二
（
先
取
特
権
又
は
質
権
に
関
す
る
登

記
」
に
、
「
第
百
五
十
一
条
か
ら
」
を
「
第
百
五
十
二
条
か
ら
」
に
改
め
、
「
第
七
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
三
項
」
の
下

に
「
（
第
一
号
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
第
百
五
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
百
五
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二



項
中
「
第
六
十
三
条
ま
で
」
を
「
第
六
十
二
条
ま
で
、
第
六
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
、
「
又
は
裏
書
人
」
を
「
及

び
裏
書
人
」
に
、
「
第
二
項
及
び
第
三
項
（
先
取
特
権
又
は
質
権
」
を
「
第
三
項
及
び
第
四
項
（
先
取
特
権
及
び
質
権
に
係

る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
七
十
条
の
二
（
先
取
特
権
又
は
質
権
に
関
す
る
登
記
」
に
、
「
第
百
五
十
一
条
か
ら
」
を
「
第
百

五
十
二
条
か
ら
」
に
、
「
第
三
項
第
三
号
」
を
「
第
三
項
第
四
号
」
に
、
「
第
百
五
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
百
五
十
二
条

第
二
項
」
に
改
め
る
。

別
表
一
の
五
の
項
添
付
情
報
欄
ロ
中
「
第
七
十
条
第
二
項
」
を
「
第
七
十
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
ハ
中
「
第
七
十
条

第
三
項
前
段
」
を
「
第
七
十
条
第
四
項
前
段
」
に
、
「
登
記
義
務
者
」
を
「
共
同
し
て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
者
」

に
改
め
、
同
欄
ニ
中
「
第
七
十
条
第
三
項
後
段
」
を
「
第
七
十
条
第
四
項
後
段
」
に
、
「
登
記
義
務
者
」
を
「
共
同
し
て
登

記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
者
」
に
改
め
、
同
欄
ヘ
を
同
欄
ト
と
し
、
同
欄
ホ
中
「
ニ
」
を
「
ホ
」
に
改
め
、
同
欄
ホ
を
同

欄
ヘ
と
し
、
同
欄
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

第
三
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
不
動
産
登
記
法
第
七
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
登
記
権
利
者
が
単
独
で
抵
当

権
に
関
す
る
登
記
の
抹
消
を
申
請
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
情
報

被
担
保
債
権
の
弁
済
期
を
証
す
る
情
報

(1)



共
同
し
て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
法
人
の
解
散
の
日
を
証
す
る
情
報

(2)

不
動
産
登
記
法
第
七
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
調
査
を
行
っ
て
も
な
お

の
法
人
の
清
算
人
の
所
在
が

(3)

(2)

判
明
し
な
い
こ
と
を
証
す
る
情
報

別
表
一
の
八
の
項
添
付
情
報
欄
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
三
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
不
動
産
登
記
法
第
六
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
登
記
権
利
者
が
単
独
で

申
請
す
る
と
き
は
、
相
続
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
市
町
村
長
そ
の
他
の
公
務
員
が
職
務
上
作
成
し
た
情
報
（
公
務
員
が

職
務
上
作
成
し
た
情
報
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
情
報
）
及
び
遺
贈
（
相
続
人
に
対
す
る
遺
贈
に

限
る
。
）
に
よ
っ
て
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を
証
す
る
情
報

別
表
二
の
十
四
の
項
添
付
情
報
欄
ロ
中
「
第
七
十
条
第
二
項
」
を
「
第
七
十
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
ハ
中
「
第
七
十

条
第
三
項
前
段
」
を
「
第
七
十
条
第
四
項
前
段
」
に
、
「
登
記
義
務
者
」
を
「
共
同
し
て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き

者
」
に
改
め
、
同
欄
ニ
中
「
第
七
十
条
第
三
項
後
段
」
を
「
第
七
十
条
第
四
項
後
段
」
に
、
「
登
記
義
務
者
」
を
「
共
同
し

て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
者
」
に
改
め
、
同
欄
ヘ
を
同
欄
ト
と
し
、
同
欄
ホ
中
「
ニ
」
を
「
ホ
」
に
改
め
、
同
欄
ホ

を
同
欄
ヘ
と
し
、
同
欄
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。



ホ

第
三
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
不
動
産
登
記
法
第
七
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
登
記
権
利
者
が
単
独
で
抵
当

権
に
関
す
る
登
記
の
抹
消
を
申
請
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
情
報

被
担
保
債
権
の
弁
済
期
を
証
す
る
情
報

(1)

共
同
し
て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
法
人
の
解
散
の
日
を
証
す
る
情
報

(2)

不
動
産
登
記
法
第
七
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
調
査
を
行
っ
て
も
な
お

の
法
人
の
清
算
人
の
所
在
が

(3)

(2)

判
明
し
な
い
こ
と
を
証
す
る
情
報

（
農
業
用
動
産
抵
当
登
記
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

農
業
用
動
産
抵
当
登
記
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
何
人
も
」
の
下
に
「
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
」
を
、
「
対
し
」
の
下
に
「
、
法
務
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
加
え
、
「
、
利
害
関
係
が
あ
る
部
分
に
限
り
」
を
削
り
、
「
も
の
」
の
下
に
「
。
次
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
全
部
又
は
一
部
（
そ
の
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
部
分
に
限
る
。
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
登
記
を
申
請
し
た
者
は
、
登
記
官
に
対
し
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
手



数
料
を
納
付
し
て
、
自
己
を
申
請
人
と
す
る
登
記
記
録
に
係
る
登
記
簿
の
附
属
書
類
の
閲
覧
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
十
八
条
中
「
第
六
十
三
条
ま
で
」
を
「
第
六
十
二
条
ま
で
、
第
六
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
、
「
又
は
裏
書

人
」
を
「
及
び
裏
書
人
」
に
、
「
第
二
項
及
び
第
三
項
（
先
取
特
権
又
は
質
権
」
を
「
第
三
項
及
び
第
四
項
（
先
取
特
権
及

び
質
権
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
七
十
条
の
二
（
先
取
特
権
又
は
質
権
に
関
す
る
登
記
」
に
、
「
第
百
五
十
一
条
か

ら
」
を
「
第
百
五
十
二
条
か
ら
」
に
、
「
第
三
項
第
三
号
」
を
「
第
三
項
第
四
号
」
に
、
「
第
百
五
十
一
条
第
二
項
」
を

「
第
百
五
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

別
表
の
十
六
の
項
添
付
情
報
欄
ハ
中
「
第
七
十
条
第
二
項
」
を
「
第
七
十
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
ニ
中
「
第
七
十
条

第
三
項
前
段
」
を
「
第
七
十
条
第
四
項
前
段
」
に
、
「
登
記
義
務
者
」
を
「
共
同
し
て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
者
」

に
改
め
、
同
欄
ホ
中
「
第
七
十
条
第
三
項
後
段
」
を
「
第
七
十
条
第
四
項
後
段
」
に
、
「
登
記
義
務
者
」
を
「
共
同
し
て
登

記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
者
」
に
改
め
、
同
欄
ト
を
同
欄
チ
と
し
、
同
欄
ヘ
中
「
ホ
」
を
「
ヘ
」
に
改
め
、
同
欄
ヘ
を
同

欄
ト
と
し
、
同
欄
ホ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ

第
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
不
動
産
登
記
法
第
七
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
登
記
権
利
者
が
単
独
で
抵
当
権
に
関
す



る
登
記
の
抹
消
を
申
請
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
情
報

被
担
保
債
権
の
弁
済
期
を
証
す
る
情
報

(1)

共
同
し
て
登
記
の
抹
消
の
申
請
を
す
べ
き
法
人
の
解
散
の
日
を
証
す
る
情
報

(2)

不
動
産
登
記
法
第
七
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
調
査
を
行
っ
て
も
な
お

の
法
人
の
清
算
人
の
所
在
が

(3)

(2)

判
明
し
な
い
こ
と
を
証
す
る
情
報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
五
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
建
設
機
械
登
記
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
建
設
機
械
登
記
令
第
十
四
条
の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行

日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
さ
れ
る
登
記
簿
の
附
属
書
類
の
閲
覧
請
求
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
さ
れ
た
登
記
簿
の
附

属
書
類
の
閲
覧
請
求
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
建
設
機
械
登
記
令
第
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
不
動
産
登
記
法
第
六
十
三
条



第
三
項
及
び
第
七
十
条
の
二
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
さ
れ
る
登
記
の
申
請
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
船
舶
登
記
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
登
記
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
船
舶
登
記
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十

四
条
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
さ
れ
る
登
記
簿
の
附
属
書
類
の
閲
覧
請
求
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
さ
れ
た
登
記

簿
の
附
属
書
類
の
閲
覧
請
求
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

新
船
舶
登
記
令
第
三
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
不
動
産
登
記
法
第
六
十
三
条
第
三
項
及
び
第
七
十
条
の
二
の
規

定
並
び
に
新
船
舶
登
記
令
第
三
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十
条
の
二
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
さ
れ

る
登
記
の
申
請
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３

新
船
舶
登
記
令
第
三
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
不
動
産
登
記
法
第
七
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に

申
し
立
て
ら
れ
る
公
示
催
告
の
申
立
て
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
農
業
用
動
産
抵
当
登
記
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
農
業
用
動
産
抵
当
登
記
令
第
十
七
条
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
さ
れ
る
登
記
簿

の
附
属
書
類
の
閲
覧
請
求
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
さ
れ
た
登
記
簿
の
附
属
書
類
の
閲
覧
請
求
に
つ
い
て
は
、
な
お



従
前
の
例
に
よ
る
。

２

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
農
業
用
動
産
抵
当
登
記
令
第
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
不
動
産
登
記
法
第
七
十
条
の

二
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
さ
れ
る
登
記
の
申
請
に
つ
い
て
適
用
す
る
。


